
　「
見
直
そ
う
　
活
か
そ
う
　
郷
土
の
資
源
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
第
３
回
北
秋
田
市
産
業
祭
が
10
月
25
日
・
26
日
の
２
日
間
、

鷹
巣
体
育
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
農
・
商
・
工
全
般
に
わ
た

る
展
示
品
の
観
覧
や
特
産
品
を
買
い
求
め
る
多
く
の
人
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　
合
併
初
年
度
は
、
産
業
祭
（
産
業
文
化
祭
）
は

旧
町
ご
と
に
分
散
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
昨
年
か

ら
市
全
体
の
地
場
産
業
の
振
興
や
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
市
や
商
工
会
、
Ｊ
Ａ
な
ど
で

作
る
実
行
委
員
会
が
主
催
し
、
一
本
化
し
た
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
会
場
の
鷹
巣
体
育
館
に
は
、
開
館
の
午
前
10

時
前
か
ら
大
勢
の
人
が
詰
め
掛
け
、
ス
テ
ー
ジ
前

で
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
は
じ
め

に
副
市
長
の
佐
藤
修
助
実
行
委
員
長
が
、「
昨
年

は
、
豪
雨
災
害
で
大
変
な
ご
苦
労
を
さ
れ
た
と
思

う
。
目
の
前
に
並
ん
で
い
る
素
晴
ら
し
い
農
産
物

等
を
見
る
と
今
年
は
災
害
等
が
な
く
て
本
当
に
よ

か
っ
た
と
実
感
し
て
い
る
。
農
業
、
商
業
、
工
業

は
も
と
よ
り
一
層
相
互
の
技
術
を
高
め
ら
れ
て
さ

ら
な
る
発
展
に
繋
げ
て
ほ
し
い
。
明
日
ま
で
の
産

業
祭
を
ご
ゆ
っ
く
り
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
」
な
ど

と
あ
い
さ
つ
。�

　
ま
た
、
来
賓
の
岸
部
陞
市
長
が
、「
昨
年
の
今

頃
は
、
災
害
の
あ
と
で
来
る
春
に
本
当
に
田
植
え

や
作
付
が
で
き
る
の
か
心
配
な
状
態
だ
っ
た
。
市

と
し
て
も
復
旧
を
春
に
間
に
合
わ
せ
る
よ
う
頑
張
っ

た
が
、
皆
さ
ん
た
ち
が
一
生
懸
命
努
力
し
た
成
果

で
、
実
り
多
き
収
穫
の
秋
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
。
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
」
な
ど
と

あ
い
さ
つ
。�

　
１
日
目
の
ス
テ
ー
ジ
は
、
郷
土
芸
能
「
鷹
巣
ば

や
し
」
や
金
沢
恵
美
子
地
元
民
謡
シ
ョ
ー
が
行
わ

れ
、
２
日
目
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
「
ジ
ャ
ズ
の
神

様
」
と
し
て
有
名
な
レ
ネ
・
ク
ル
ー
ズ
の
生
演
奏

や
桂
ゆ
り
歌
謡
シ
ョ
ー
、「
梅
乃
つ
ぼ
み
・
ハ
ッ
パ
」

に
よ
る
お
笑
い
親
子
漫
才
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。�

　
館
内
で
は
、
Ｊ
Ａ
農
産
物
品
評
会
や
漬
物
、
お
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▲質の良い見事な農産物が並ぶ
（写真：北秋田市長賞のとまと）

▲農畜産物品評会に出品された見事な農産物

▲「いす」や「すのこ」づくりを体験�
（北秋田森林組合の木工教室）

　ステージで
行われた、「ジ
ャズ生演奏」や
「歌謡ショー」、
「お笑い親子漫
才」などを楽し
む来場者

　毎年たくさんの行列ができる�
「森吉牛の丸焼きＰＲ大試食会」

▲

菓
子
ほ
か
特
産
品
の
販
売
、
福
祉
器
具
、
木
材
、

な
ど
の
事
業
者
に
よ
る
企
業
製
品
の
展
示
や
販
売
、

鷹
巣
農
林
高
校
の
農
産
物
販
売
、
北
秋
田
市
に
新

設
さ
れ
る
高
校
の
学
校
活
動
の
紹
介
、
秋
田
内
陸

線
や
大
野
台
工
業
団
地
の
Ｐ
Ｒ
、
鷹
巣
技
術
専
門

校
の
展
示
・
販
売
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。�

　
こ
の
ほ
か
、
サ
ブ
体
育
館
と
屋
外
の
テ
ン
ト
村

で
は
「
び
っ
く
り
商
業
祭
」
が
開
か
れ
、
海
産
物

や
ス
ポ
ー
ツ
用
品
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
等
が

格
安
販
売
。「
や
ま
と
豚
」
や
「
な
ん
こ
鍋
」、「
た

ん
ぽ
ド
ッ
ク
」
な
ど
の
特
産
品
に
多
く
の
買
い
物

客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
体
育
館
横
で
は
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト

の
実
演
や
作
品
の
展
示
、
警
察
車
両
や
消
防
ハ
シ

ゴ
車
の
展
示
、
そ
し
て
、
毎
年
た
く
さ
ん
の
行
列

が
で
き
る
、「
森
吉
牛
の
丸
焼
き
Ｐ
Ｒ
大
試
食
会
」

で
は
、
集
ま
っ
た
市
民
に
お
い
し
い
牛
肉
が
振
る

舞
わ
れ
ま
し
た
。�

▲生徒手づくりの木製自動車の展示（鷹巣技術専門校）

▲生徒が実習農場で育てた農産物�
の販売（鷹巣農林高校）

▲屋外のテントでは、「やまと豚」や
「なんこ鍋」などの特産品を販売

▲来場者に「住宅用火災警報器」の設置
を呼びかける北秋田市婦人防火クラブ

▲
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